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・近世文学会編『和本リテラシーニューズ』vol.2（2016 年 7 月）所収「実践記録 1 小
学生対象「昔の本にさわってみよう！」の工夫と知見」
http://www.kinseibungakukai.com/doc/wabon002.html、
































































































そうして、上記 5 や(3)などの流れで 6 に進み、中国で発達していった紙や文字（漢
字）や本などが、やがて日本にも伝わってきたんですよと続けて、日本の書物の話へと入
っていきます。現存最古の書物としては、『法華義疏』だと言われていますから、有名な































































































































































































容のレクチャーを 3 回とか 4 回とか、最大で 6 回フルでとか、行いました。1 日 6 回はさ
すがに大変でしたけれども、始まってしまえば、とにかくこなしていくことに全力を注ぎ
ますので、メンバー一同ものすごい力を発揮して、終わってみれば、あっという間だった、
という感覚でした。
問題点・改善点いくつか
一方、問題点として、大きかったひとつはやはり、回を重ねていくごとに、どうしても
和本自体がくたびれてくる、痛んでくる、ということです。活用と保存という、例の相反
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的で、常につきまとう問題ですね。ただ企画の趣旨として、和本に実際に触れられるとい
うことがまずありました。そこは絶対に動かせず、譲れない部分ですので、なかなかに難
しい、悩ましいところなんです。今のところは、教材用の和本を大量に用意して、交代さ
せながら実施していく、というぐらいしか解決策が思いつかない状況です。
それと、率直なところ、業務としての時間的な、あるいは身体的な負担も、決して少な
くありませんでした。これも、教職員が知恵を出し合って、なるべくシンプルに、スリム
化していけるよう、試行錯誤して改善していく必要があります。
以上のように、大変なことも考えるべきことも多いですし、結構な時間も必要になって
きますが、でも実際に行なってみて、こちらの予想をはるかに超えて楽しんでくれている
という実感が、本当にありました。ですから、これは鶴見大学という一大学だけではなく、
もっといろんなところで取り組んでいただけるといいんじゃないかな、と思うこともしき
りでした。そういう動きが少しずつでも全国的に広がっていけば、より人文学に対する関
心とか、あるいはもっと言えば古典文学に対する関心とか、研究に対する関心とかを持っ
てくれる子どもが育っていく、そんな可能性が少しでも高くなっていくんじゃないか。長
い目で見れば、それが古典文学とか人文学とかの活性化につながるんじゃないか、と思っ
ています。
実行するのは現実的に大変は大変ですが、すればした分だけの、あるいはした分以上の
充実感が得られますし、可能性とかも見えてきます。もちろん、まだまだ改善の余地はあ
りますけれども、取りあえず今回のご報告はこのくらいということで、少しでも参考にな
るようでしたら幸いです。
（2018.11.30修訂）
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